
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしの中の疑問から、 

仕事で必要な調査まで、 

図書館の資料やデータを使って 

調べ物や資料探しのお手伝いをする、 

それがレファレンスサービスです。 

 

例えば・・・ 

 

 

在野の研究者について知りたい。 

回答例は裏面で！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒577-0011東大阪市荒本北 1-2-1 

☎06-6745-0170 FAX 06-6745-0262 

大阪府立中央図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの知りたいこと 
調べたいこと 

お手伝いします！ 

社会科学系ゾーン 

自然科学系ゾーン 

複写カウンター 

カウンター 

カウンター 

人文系資料室 

文学 芸術 スポーツ 娯楽 言語 図書館学 

心理学 宗教 歴史 地図 ガイドブックなど 

社会・自然系資料室 

政治 法律 経済 福祉 教育 民俗学 軍事 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 医学 工学 理科 手芸 育児 農

林 水産 園芸 商業 交通 府政資料など 

こども資料室 

絵本 よみもの 紙芝居 外国語の絵本など 

小説・読物室 日本の小説 エッセイ 

ＡＶ資料 全国の電話帳など 

新聞コーナー 全国紙 縮刷版など 

マイクロフィルム閲覧 

館内レファレンス案内図 

国際児童文学館 

約８０万点の日本や外国のこどもの本など 

国際児童文学館 

障がい者支援室 

芸術・スポーツ・文学 

地形図などをみることもできます。 

地方の自治体史を調べることもできます。 

宗教・心理学・歴史・地理 

データベースで判例を調べることもできます。 

お薬の成分を調べることもできます。 

 

図書館の資料を複写される場合は、 

2階、複写カウンターへ。 

新聞記事を探される場合は、データベース検

索をどうぞ。 

 

小さい頃に読んだあの本をもう一度読んでみたい。そ

んなときは、こども資料室・国際児童文学館でお調べ

します。 

調べ学習の本もこども資料室にあります。 

 

作成日 2023年 4月 

 

こども資料室 

小説・読物室 

返却ポスト 

新聞コーナー 

エントランスホール 

ゲート 

レストラン 

 

レファレンスサービスのご案内 
 

 

トピック 

住宅地図コーナー 近畿圏の住宅地図など 

 

住宅地図コーナー 

 

カフェ 

 

レファレンス・トピック 

 

 

江戸時代の朱子学や明治以降の帝国大学などを中心と
した「官」の学問に対して、アカデミズムの世界に属さず、
「在野」で活躍した研究者たちがいました。既存の学問
の枠にとらわれず、自身の関心を追求する彼らの姿を辿
る事ができる資料をご紹介します。 

(※【 】は当館請求記号) 
 
質問：在野の研究者について知りたい。 
 

■『なにわ町人学者伝』(谷沢永一/編[著] 潮出版社 
1983.5)【281.6/15N/（2）】 
近世大阪の町人学者は、実業家として生きながら学問の成
果を残し、己の知的探求心のみに従い実証の実学を追求し
ました。当時権勢を誇っていた神道、仏教、儒教を批判し
「出定後語」を著した富永仲基、師につかずに買い集めた
書物や文献から学び国学の大家となった入江昌喜、奇書や
骨董、標本を蒐集して広く公開し、知識人のサロンを形成し
た木村蒹葭堂など、10 人の町人学者について解説されて
います。 
 
■『近代日本の民間学 （岩波新書 黄版）』(鹿野政直/
著 岩波書店 1983.11)【001/49/＃】 
1910 年代から 30 年代初めの大正デモクラシー期に、帝
国大学を中心とするアカデミズムの外で、新しい学問が
次々と花開きました。この本では、柳田国男の民俗学、伊波
普猷の沖縄学、南方熊楠の生物学、柳宗悦の民芸運動、高
群逸枝の女性史学を取り上げます。「国家」の前に軽視さ
れていた「生活」を主題にすえ、市井の人々の日常を収集す
ることから出発した、近代日本の民間学を解き明かします。 
 
■『民間学事典 事項編・人名編』(鹿野政直/[ほか]編
 三省堂 1997.6)【002/32N】 
主に明治以降の日本で行われた在野の学を広く集めた事
典で、読みものとしても楽しめます。「事項編」では『暮しの
手帖』『思想の科学』などの雑誌名や、「懐徳堂」「歴史学
研究会」などの団体名が項目として立てられ、「生活、博物、
ことば、趣味、思想・運動、教育、宗教」の 7分類に分けて配
列してあります。「人名編」では 959 人の民間学者が五十
音順に収録されています。 
 
■『在野学の冒険：知と経験の織りなす想像力の空間
へ』(礫川全次/編 批評社 2016.5)【041/397N】 
アカデミズムの世界の外に位置する研究者の研究成果や、
従来のアカデミズムが扱ってこなかった学問を「在野学」と
捉え、様々な分野における在野学について論じた10の論考
を収録します。16 世紀ヨーロッパの職人たちの研究成果、
評論家の吉本隆明の「在野的精神」、民俗学者である本山
桂川の研究態度など、多様な「在野」の視点を探ることが
できます。 

 
■『在野研究ビギナーズ：勝手にはじめる研究生活』(荒
本優太/編著 明石書店 2019.9)【002/12NX】 
大学に所属を持たないで研究を行っている現役の在野研
究者 15 人が、研究生活の実践と方法を論じます。情報法
政学、視覚文化論、昆虫学、怪異妖怪など様々な専門の研
究者たちが各々の経験に基づいて、仕事と研究の両立、学
会誌やインターネット上での研究成果の公開、研究会の運
営など、具体的なノウハウを紹介しています。これから研究
を始めようと考えている人にも参考になる内容です。 

 


